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熊楠の森をめぐる冒険

エッセイ 
芦原 伸



CONTENTS
各見出しリンク

www.1tapnavi.com/sinra/
ess10.pdf

www.1tapnavi.com/
sinra/ess12.pdf

www.1tapnavi.com/
sinra/ess11.pdf

www.1tapnavi.com/sinra/
ess14.pdf

www.1tapnavi.com/sinra/
ess14.pdf

SINRA-13 2016.9

SINRA-14 2016.11

SINRA-12 2016.7

SINRA-11 2016.5

SINRA-10 2015.3

「佐賀」大海を越えた胡蝶の夢

「津軽」ブラキストン幻の海

「五島列島」クジラたちの海

「秩父」絶滅危惧種再生へ、開ける道

www.1tapnavi.com/sinra/
ess9.pdfSINRA-9 2016.1

「丹後」古代王国と、絹をめぐる道

www.1tapnavi.com/sinra/
ess8.pdf

SINRA-8 2015.11
「霊峰月山」死と再生の小宇宙

www.1tapnavi.com/sinra/
ess3.pdf

www.1tapnavi.com/sinra/
ess5.pdf

www.1tapnavi.com/sinra/
ess4.pdf

www.1tapnavi.com/sinra/
ess6.pdf

www.1tapnavi.com/sinra/
ess7.pdf

SINRA-6 2015.7

SINRA-7 2015.9

SINRA-5 2015.5

SINRA-4 2015.3

SINRA-3 2015.1

「北海道」北海道ワイン紀行

「小笠原」黒潮の孤島鵜来島漂流

「大台ケ原」熊野古道をいく

「富岡」富岡製糸場の歩き方

「信州木曽谷」森林鉄道が消えた日

www.1tapnavi.com/sinra/
ess2.pdfSINRA-2 2014.11

「秋田」マタギの里へ

http://www.1tapnavi.com/
sinra/ess1.pdf

SINRA-1 2014.9
「小豆島」オリーブカントリー

「飯田」天空の里、遠山郷

www.1tapnavi.com/sinra/
ess15.pdf

SINRA-15 2017.1
「北海道」ジンギスカンをめぐる冒険

www.1tapnavi.com/sinra/
ess16.pdf

SINRA-16 2017.3
「宮城県」猫たちの聖地

ご購入ご購入

www.1tapnavi.com/sinra/
ess17.pdf

SINRA-17 2017.5
「京都」神が授けた、いのちの水

www.1tapnavi.com/sinra/
ess18.pdf

SINRA-18 2017.7
「熊楠」の森をめぐる冒険

www.1tapnavi.com/sinra/
ess19.pdf

SINRA-19 2017.9
「カナダ」極北の大地に生命が燃える

www.1tapnavi.com/sinra/
ess20.pdf

SINRA-20 2017.11
「宮崎」神楽仮面の謎を探る

http://www.1tapnavi.com/sinra/ess10.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess10.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess12.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess12.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess11.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess11.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess14.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess14.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess14.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess14.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess9.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess9.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess8.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess8.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess3.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess3.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess5.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess5.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess4.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess4.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess6.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess6.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess7.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess7.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess2.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess2.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess1.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess1.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess15.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess15.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess16.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess16.pdf
https://goo.gl/kdvwJp
http://www.fujisan.co.jp/product/1280/
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess17.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess17.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess18.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess18.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/essay.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess19.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess19.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess20.pdf
http://www.1tapnavi.com/sinra/ess20.pdf


森には草や木、虫や鳥など多く
の生きものがいる。さらに土の
中には見えない生き物がたくさ
んいる。熊楠はこうした自然の
生態系を生涯に渡り研究し続
けた

熊
楠
の

森
を

め
ぐ
る

冒
険

和
歌
山
県
が
生
ん
だ
博
物
学
の
巨
星
、
南み

な

方か
た

熊く
ま

楠ぐ
す

。

植
物
学
・
菌
類
学
者
で
あ
り
、
日
本
の
民
俗
学
の
創

始
者
の
一
人
だ
。
19
歳
か
ら
14
年
間
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
な
ど
を
海
外
遊
学
し
、
十
数
カ
国
語
を
自
由

に
使
い
こ
な
し
た
。
国
内
外
に
は
多
く
の
論
文
を
発

表
し
て
い
る
。
日
本
に「
ミ
ナ
カ
タ
」
あ
り
と
世
界
の

学
者
を
振
り
向
か
せ
、
生
涯
在
野
の
学
者
に
徹
し

た
。
い
わ
ば
先
駆
的
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
熊
楠

は
、
紀
伊
半
島
の
森
に
何
を
見
つ
け
、
何
を
守
ろ
う

と
し
た
の
か
。
動
植
物
か
ら
人
間
、
宇
宙
に
い
た
る〝
森

羅
万
象
〞を
探
究
し
続
け
た〝
巨
人
〞、
熊
楠
の
生
涯

に
迫
る
。

文
◉
芦
原 

伸（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）

撮
影
／
戸
川
　
覚
　
協
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和
歌
山
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観
光
連
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再
生
す
る
力
を
も
ら
っ
た

　
―
―
雨
に
け
ふ
る
神か

島し
ま

を
見
て　
紀
伊

の
国
の　
生
み
し
南
方
熊
楠
を
思
ふ

　
１
９
６
２（
昭
和
37
）年
５
月
、
南な

ん

紀き（
和

歌
山
県
南
部
）の
白し

ら

浜は
ま

町
を
行
幸
し
た
昭

和
天
皇
は
熊
楠
を
偲し

の

び
、
歌
を
詠
ん
だ
。

　

こ
の
時
、
熊
楠
は
す
で
に
他
界
し
て
い

た
が
、
そ
の
33
年
前
、
昭
和
天
皇
は
湾
内

の
神
島
を
訪
れ
た
時
の
思
い
出
を
忘
れ
な

か
っ
た
。
よ
ほ
ど
熊
楠
と
の
出
会
い
の
印

象
が
深
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
天
皇
が
無む

位い

無む

冠か
ん

の
一
学
者
の
名
を
歌
の
な
か
に
詠
み

込
む
こ
と
は
極
め
て
珍
し
い
。

　
幕
末
の
１
８
６
７（
慶
応
３
）年
に
生
ま

れ
た
熊
楠
は
今
年
、
生
誕
１
５
０
年
の
節

目
を
迎
え
た
。

　
和
歌
山
県
が
生
ん
だ
世
界
一
流
の
博
物

学
・
植
物
学
・
民
俗
学
者
で
あ
り
、
一
方
、

裸
同
然
の
姿
で
暮
ら
し
、
大
酒
飲
み
、
加

え
て
奇
行
、
蛮
行
も
伝
え
ら
れ
る
熊
楠
と

は
一
体
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
―

―
今
回
は
そ
ん
な
思
い
を
秘
め
て
、
南
紀
・

和
歌
山
に
向
か
っ
た
。

　
羽
田
か
ら
１
時
間
足
ら
ず
で
小
雨
降
る

南
紀
白
浜
空
港
に
着
い
た
。

　
４
月
上
旬
の
こ
と
で
、
満
開
の
桜
が
雨

の
車
道
を
埋
め
て
、
し
っ
と
り
と
し
た
情
緒

を
奏
で
る
。
ど
こ
と
も
な
く
空
気
が
優
し

い
。
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
、
海か

い

南な
ん

市
を

め
ざ
し
た
。

　
海
南
市
に
は
熊
楠
ゆ
か
り
の
藤ふ

じ

白し
ろ

神
社

が
あ
る
。
最
初
に
こ
こ
を
訪
ね
た
こ
と
に
は

　

樹
齢
１
０
０
０
年
と
い
う
楠
の
巨
木

で
、
樹
高
15
メ
ー
ト
ル
、
根
回
り
８
メ
ー

ト
ル
を
越
え
、
天
を
も
覆
う
勢
い
で
あ
る
。

　
こ
の
神
木
に
触
っ
て
祈
る
と「
元
気
な

子
に
育
つ
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

　
楠
は
照
葉
樹
林
の
代
表
格
で
西
日
本
の

沿
岸
部
に
多
く
育
ち
、
大
木
と
な
る
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
日
本
全
国
の
巨
樹
ベ
ス
ト

10
の
う
ち
、
８
本
は
楠
だ
。
幹
や
葉
か
ら

と
れ
る
樟し

ょ
う

脳の
う

は
芳ほ

う

香こ
う

を
放
ち
、
強
心
剤
、

鎮
痛
剤
、
防
虫
剤
に
も
使
わ
れ
る
。

　

南
方
家
は
こ
の
社
の
氏
子
で
あ
り
、

熊
楠
の
名
は
、
神
社
ゆ
か
り
の「
楠
」（
神

木
）、「
熊
」（
熊
野
）、「
藤
」（
藤
白
）の
三
文

字
か
ら
父
親
の
弥や

兵へ

衛え

が「
熊
」
と「
楠
」

の
二
文
字
を
取
っ
た
。

　
「
昔
は
付
近
で
も
熊
吉
と
か
、
藤
子
な

ど
神
社
か
ら
名
を
い
た
だ
い
た
子
ど
も
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
二
文
字
を
い
た
だ

い
た
方
は
聞
き
ま
せ
ん
。
よ
ほ
ど
期
待
さ
れ

て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
」

　

ち
な
み
に
兄
の
名
は
藤
吉
、
弟
は
常つ

ね

楠ぐ
す

、
姉
は
く
ま
、
妹
は
藤
枝
、
末
弟
は
楠

次
郎
と
兄
弟
に
は
す
べ
て
三
文
字
か
ら
そ

の
名
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
「
熊
楠
さ
ん
の
名
が
こ
の
あ
た
り
で
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
熊
野
古
道
が

２
０
０
4（
平
成
16
）年
に
世
界
遺
産
登
録

さ
れ
た
頃
か
ら
で
す
か
ね
。
そ
ん
な
に
昔
か

ら
で
は
な
い
で
す
」

　
和
歌
山
の
巨
人
、
世
界
の
植
物
学
者
と

し
て
知
ら
れ
る
熊
楠
だ
が
、
案
外
地
元
で

は
知
ら
れ
た
存
在
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
そ
の
後
、
旧
制
和
歌
山
中
学
を
卒
業
し

て
、
上
京
し
、
東
大
予
備
門
で
落
第
し
た

訳
が
あ
っ
た
。
藤
白
神
社
は
熊
野
古
道
一

の
鳥
居
で
、
藤
代
王
子
と
も
呼
ば
れ
、
熊

野
三
山
の
五ご

躰た
い

王お
う

子じ

の
一
つ
と
し
て
知
ら

れ
る
。
都
か
ら
は
熊
野
詣
で
の
出
発
点
に

位
置
し
て
お
り
、
熊
楠
と
熊
野
の
か
か
わ
り

の
第
一
歩
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て

い
る
か
ら
だ
。

　
熊
楠
と
い
う
、
い
か
に
も
豪ご

う

胆た
ん

で
、
猛
々

し
い
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
よ
う
な
名
は
、
実
は
こ

の
神
社
に
由
来
し
て
い
る
。

　
藤
白
神
社
は
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
本
線

の
海
南
イ
ン
タ
ー
の
近
く
、
街
中
に
あ
り
な

が
ら
、
和
歌
の
浦
を
望
む
高
台
に
あ
り
、

森
閑
と
し
た
境
内
に
は
、
巨
木
が
深
い
影

を
落
と
し
て
い
た
。

　
迎
え
出
て
く
れ
た
権ご

ん

禰ね

宜ぎ

の
中
井
万
里

子
さ
ん（
57
歳
）は
、

　
「
熊
楠
さ
ん
は
子
供
の
頃
病
弱
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
こ
で
お
父
さ
ん
に
連
れ
ら

れ
、
使
用
人
に
負
ぶ
っ
て
も
ら
い
、
度
々

こ
の
神
社
へ
お
参
り
に
き
な
は
っ
た
と
き
い

て
い
ま
す
」

　
実
際
、
熊
楠
は
４
歳
の
時
、
脾ひ

疳か
ん（

慢
性

消
化
器
障
害
）を
患
い
、
生
死
を
さ
ま
よ
っ

て
い
る
。

　

境
内
に
は〝
子こ

守も
り

楠く
す

〞
と
い
う
神
木
が

あ
っ
た
。

熊
楠
は
落
胆
し
て
故
郷
に
帰
る
。
そ
の
時

も
こ
の
神
社
を
訪
問
し
て
、
楠
の
巨
木
に

触
れ
、「
再
生
す
る
力
を
も
ら
っ
た
」
と
日

記
に
書
い
て
い
る
。

熊
楠
は
シ
テ
ィ
ボ
ー
イ
だ
っ
た

　
海
南
市
か
ら
南
下
し
て
白
浜
町
に
入
っ

た
。

　
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
ば

か
り
の「
南
方
熊
楠
記
念
館
」
は
田
辺
湾

の
先
端
、
番ば

ん

所し
ょ

山や
ま

公
園
に
あ
っ
た
。
白
浜

海
岸
や
田
辺
の
街
並
み
、
紀
伊
の
山
々
な

ど
ぐ
る
り
と
３
６
０
度
の
風
景
を
見
渡
せ

る
景
勝
地
だ
。
番
所
の
名
は
藩
政
時
代
に

見
張
り
の
役
人
が
常
駐
し
て
い
た
こ
と
に
ち

な
ん
で
い
る
。

　
ウ
バ
メ
ガ
シ
、
ゴ
モ
ジ
ュ
、
ゲ
ッ
ト
ウ
、

ア
ジ
サ
イ
な
ど
海
洋
植
物
が
茂
る
道
を
辿

る
と
、正
面
入
口
に
は
や
は
り
昭
和
天
皇
の

「
雨
に
け
ふ
る
」
の
歌
碑
が
鎮
座
し
て
い
た
。

　
新
し
い
白
亜
の
建
物
に
は
熊
楠
の
遺
品

が
約
７
５
０
点
展
示
さ
れ
て
い
る
。「
本ほ

ん

草ぞ
う

綱こ
う

目も
く

」
や「
大や

ま

和と

本ほ
ん

草ぞ
う

」、「
和わ

漢か
ん

三さ
ん

才さ
い

図ず

絵え

」
な
ど
彼
が
生
涯
親
し
ん
で
き
た
古

典
の
直
筆
の
模
写
を
見
る
と
、
細
か
な
文

字
と
軽
妙
な
挿
絵
に
驚
い
て
し
ま
う
。
図

書
館
に
コ
ピ
ー
な
ど
な
か
っ
た
時
代
、
一
字

一
句
懸
命
に
書
き
写
す
し
か
術す

べ

は
な
い
。

現
代
で
は〝
狂
気
の
沙
汰
〞で
あ
る
。
凡
人

に
は
想
像
が
及
ば
な
い
が
、
そ
の
涙
ぐ
ま
し

い
行
為
と
情
熱
に
は
脱
帽
す
る
ば
か
り
だ
。

　
「
生
涯
」
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
に
は

東
大
予
備
門
で
の
成
績
表
の
展
示
が
あ
っ

た
。
そ
れ
を
見
る
と
１
１
３
人
中
の
59
番

熊
楠
は
粘
菌
を
求
め
て
、

熊
野
の
森
を
駆
け
巡
っ
た

熊楠が生態系の研究のため歩き回った熊野の森（田辺市野中）

1891年、アメリカ留学中の
熊楠の写真（世界一統蔵）
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熊
楠
の
頃
の
和
歌
山
市
は

全
国
で
８
番
目
の

大
都
市
だ
っ
た

目
。
同
級
の
夏
目
漱
石
は
27
番
目
、
正

岡
子
規
は
70
番
目
で
あ
る
。
数
学
が
苦
手

だ
っ
た
ら
し
く
、
思
わ
ず
わ
が
身
を
振
り
返

り
、「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
」
と
な
ぜ
か
安

心
し
た
。
熊
楠
の
最
終
学
歴
は
旧
制
中
学

で
終
わ
っ
て
い
る
。

　

熊
楠
は
い
わ
ゆ
る〝
天
才
〞
で
は
な
か
っ

た
。

　

熊
楠
を
世
界
的
な
学
者
に
し
た
の
は

「
変
形
菌（
粘ね

ん

菌き
ん

）」
で
あ
る
。

　
記
念
館
に
は
実
物
の
変
形
菌
を
顕
微
鏡

で
見
ら
れ
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
。

　
「
こ
ん
な
も
の
な
の
か
！
」―
―
覗の

ぞ

い
て

み
て
驚
い
た
。

　
変
形
菌
と
は
ア
メ
ー
バ
状
の
栄
養
体
と

胞
子
を
つ
く
る
子
実
体
の
両
方
を
も
つ
原

生
動
物
の
一
群
で
、
い
わ
ば
動
物
と
植
物

の
合
の
子
の
よ
う
な
も
の
だ
。
一
見
す
る
と

カ
ビ
の
よ
う
だ
が
、
顕
微
鏡
で
の
ぞ
く
と
、

ア
メ
ー
バ
の
よ
う
な
細
胞
が
蠢う

ご
め

い
て
い
る
。

　
熊
楠
は
こ
の
変
形
菌
を
求
め
て
、
熊
野

の
森
を
駆
け
巡
っ
た
。
森
の
中
で
寝
泊
ま

り
し
、
星
々
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
こ
の
小
さ
な

生
物
を
命
が
け
で
捜
し
た
。
テ
ン
ト
や
シ
ュ

ラ
フ
な
ど
な
い
時
代
、
山
に
こ
も
り
、
１
週

間
野
宿
し
た
こ
と
も
あ
る
。
一
般
の
人
か
ら

見
れ
ば
、〝
奇
人
〞〝
変
人
〞と
思
わ
れ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。

　
植
物
学
に
造ぞ

う

詣け
い

の
深
か
っ
た
昭
和
天
皇

は
熊
楠
か
ら
変
形
菌
の
話
を
聞
い
て
、
関

心
を
寄
せ
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。
神
島
へ

上
陸
さ
れ
た
の
も
熊
楠
の
勧
め
だ
っ
た
と
い

う
。

　
―
―
一
枝
も
こ
こ
ろ
し
て
吹
け
沖
つ
風

　
わ
が
天す

め
ら
ぎ皇

の
め
で
ま
し
し
森
ぞ

　　
神
島
に
は
熊
楠
の
気
概
と
も
思
え
る
大

き
な
歌
碑
が
建
っ
て
い
る
。

　
案
内
を
い
た
だ
い
た
館
長
の
谷
脇
幹
雄

さ
ん（
65
歳
）は
、

　
「
熊
楠
の
頃
の
和
歌
山
市
は
全
国
で
８

番
目
の
大
都
市
で
し
た
。
父
親
は
金
物
商

で
裕
福
だ
っ
た
。
ご
本
人
は〝
南
方
家
は

和
歌
山
で
２
番
目
の
金
持
ち
だ
っ
た
〞と

書
い
て
お
ら
れ
る
が
、
私
が
調
べ
た
と
こ
ろ

で
は
７
番
目
で
し
た
。
と
に
か
く
富
豪
の

坊
ち
ゃ
ん
で
、
今
で
い
え
ば
シ
テ
ィ
ボ
ー
イ

の
元
祖
で
す
ね
。
だ
か
ら
自
然
に
興
味
を

も
っ
た
ん
で
す
。
田
舎
で
は
自
然
は
見
慣

れ
た
風
景
だ
か
ら
、
誰
も
興
味
を
も
ち
ま
せ

ん
」

　
和
歌
山
大
学
で〝
熊
楠
講
座
〞を
担
当
し

た
と
い
う
氏
の
解
説
は
新
鮮
だ
っ
た
。

「
そ
う
か
シ
テ
ィ
ボ
ー
イ
だ
っ
た
の
か
？
」

　
熊
楠
の
評
伝
や
写
真
を
見
る
と
、
だ
ら

り
と
浴ゆ

か

衣た

を
羽
織
っ
て
お
り
、
垢
ま
み
れ
、

髭ひ
げ

づ
ら
で
、
と
て
も
良
家
の
お
坊
ち
ゃ
ん
と

は
思
え
な
い
。
酒
を
飲
ん
で
暴
れ
た
り
、

怒
鳴
り
散
ら
し
た
り
す
る
癖
の
あ
る
こ
と

な
ど
、
地
方
の
品
の
な
い
変
わ
り
者
に
思

え
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
生き

っ

粋す
い

の
町
っ
子

だ
っ
た
の
だ
。

　
熊
楠
は
生
涯
定
職
に
就
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
も
今
で
い
う
フ
リ
ー
タ
ー
の
元
祖
で
あ

る
。
19
歳
で
日
本
を
出
て
、
以
来
ア
メ
リ

カ
、
キ
ュ
ー
バ
、
イ
ギ
リ
ス
と
渡
り
、
14

年
間
世
界
を
さ
ま
よ
う
。
こ
の
間
も
自
分

で
稼
い
だ
こ
と
は
な
く
、
す
べ
て
実
家
か
ら

の
仕
送
り
で
あ
っ
た
。
世
界
放
浪
は
今
で

い
う
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
旅
に
近
い
。

　
シ
テ
ィ
ボ
ー
イ
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
の
元
祖
と
な
る
と
、
博は

く

覧ら
ん

強き
ょ
う

記き

で
超
人
的
な
研
究
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

と
は
ほ
ど
遠
く
、
な
ん
だ
か
流
行
好
き
な
昔

南方熊楠顕彰館に隣接する「旧南方熊楠邸」（登録有形文化財）

キューバ採集旅行の前後の下
宿先で撮影した写真。左が熊
楠、右が江聖聡（こうせいそう）。
江聖聡はジャクソンヴィル在住
の中国人の食料品店主人で、
アメリカ留学時代の恩人。とき
どき熊楠も店番をしたという（南
方熊楠記念館蔵）

右／かつて熊楠が使用した研究
写生用具類セット　左／菌学
の父と言われるイギリスのパーク
リーとアメリカのカーティスを目
指して菌類の収集を始めたアメ
リカ留学時代の熊楠の菌類標
本（２点とも南方熊楠記念館
蔵）

木
に
付
着
し
た
変
形
菌（
粘
菌
）の「
キ
ケ
ホ
コ
リ
」
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日
本
最
古
の
湯
の
峰
温
泉

　
開
湯
１
８
０
０
年
、
日
本
最
古

の
湯
と
し
て
愛
さ
れ
る〝
湯
の
峰

温
泉
街
〞に
建
つ
老
舗
温
泉
旅
館
。

お
風
呂
は
木
の
香
り
漂
う
槇ま

き

風
呂

で
、
湧
き
出
し
た
ば
か
り
の
新
鮮
な

自
家
泉
源
が
楽
し
め
る
。
日
本
に

数
軒
し
か
な
い
、
高
温
度
の
湧
出

を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た〝
む
し
ぶ
ろ
〞

も
あ
り
、
ミ
ス
ト
を
直
接
吸
い
込
む

と
、
の
ど
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
効
果

も
。
料
理
の
水
は
す
べ
て
温
泉
を

使
用
。
お
湯
の
効
能
を
全
身
で
体

感
で
き
る
。
貸
切
の
家
族
風
呂
も

用
意
。
木
造
４
階
建
て
の
風
情
あ

る
建
物
で
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ご
う
。

旅
館
あ
づ
ま
や

熊
楠
の
愛
し
た 

あ
ん
ぱ
ん
を
再
現

　

ラ
ラ
・
ロ
カ
レ
は
自
家
製
の
天

然
酵
母
パ
ン
と
パ
ス
タ
が
味
わ
え
る

カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
。
店
の
人
気

商
品
は
南
方
熊
楠
の
か
わ
い
い
イ
ラ

ス
ト
が
描
か
れ
た「
く
ま
ぐ
す
あ
ん

ぱ
ん
」。
熊
楠
は
あ
ん
ぱ
ん
が
大
好

物
で
、
徹
夜
で
研
究
す
る
時
の
夜

食
に
食
べ
た
り
、
初
恋
の
相
手
に

あ
ん
ぱ
ん
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
し

た
と
い
う
。
そ
ん
な
あ
ん
ぱ
ん
を
現

代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
再
現
。
こ
し

餡あ
ん

、
栗
餡
、
芋
餡

な
ど
定
番
の
味
に

加
え
シ
ョ
コ
ラ
・
カ

フ
ェ
、
酒
種
、
紀

州
梅
餡
な
ど
全
６

種
。
人
気
商
品
で

す
ぐ
に
売
り
切
れ

る
の
で
、
買
う
時

は
お
早
め
に
。

ラ
ラ・ロ
カ
レ

田
辺
の
魚
料
理
を
堪
能

　
Ｊ
Ｒ
紀
伊
田
辺
駅
近
く
に
２
０
０

軒
以
上
の
飲
食
店
が
並
ぶ
飲
食
街

「
味あ

じ

光こ
う

路じ

」に
軒
を
連
ね
る
居
酒
屋
。

　
魚
を
中
心
と
し
た
地
元
の
新
鮮
な

食
材
を
使
用
。
刺
身
の
盛
り
合
わ
せ

や
出
し
巻
き
卵
は
絶
品
。
な
か
で
も

お
す
す
め
は〝
も
ち
ガ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
〞

と
サ
ク
サ
ク
食
感
が
おい
しい〝
き
び
な

ご
天
ぷ
ら
〞。
量
が
多
く
価
格
も
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
の
で
安
心
し
て
楽
し
め
る
。

　
地
元
民
に
愛
さ
れ
、いつ
も
に
ぎ
や

か
で
活
気
の
あ
る
店
だ
。
平
日
で
も

満
席
に
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
予
約
し

て
か
ら
行
く
の
が
お
す
す
め
。

と
っ
く
り

粘
菌
の
宝
庫
だ
っ
た

　
継つ

ぎ

桜ざ
く
ら

王お
う

子じ

は
熊
野
九
十
九
王
子

社
の
ひ
と
つ
で
、
名
勝「
南み

な

方か
た

曼ま
ん

陀だ

羅ら

の
風
景
地
」の
一
部
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
。
社
を
囲
む
鎮
守
の
森

の
巨
木
群
は
樹
齢
８
０
０
年
以
上

と
も
言
わ
れ
、
直
径
が
２
〜
３
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
が
何
本
も
立
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
日
照
、
地
形

の
関
係
で
南
東
方
向
の
那な

智ち

山
の

方
角
に
の
み
枝
を
伸
ば
し
て
い
る
こ

と
か
ら「
一
方
杉
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

熊
楠
は
こ
の
熊
野
の
森
の
中
で
変

形
菌
や
数
多
く
の
植
物
の
採
集
を

行
い
、
貴
重
な
自
然
を
後
世
に
遺

し
た
。 継

桜
王
子

住  田辺市上屋敷2-6-7　☎  0739-34-2146
時  9:00～18:00
休  火曜日
料  くまぐすあんぱん／150円（税別）

住  田辺市湊11-23　☎  0739-24-7952　営  17:30～22:30　休  日曜日、祝日

左／赤ちょうちんが目印の「とっくり」　右／刺し身の盛り合わせ

「とっくり」の店主 旅館の料理には温泉を使用

左／色とりどりのくまぐすあんぱん　右／黒毛和牛すね肉ときのこのラグーソースのラザニア」。パスタは季節ごとに替わる

名
湯
の〝
つ
ぼ
湯
〞を
望
む
湯
の
峰
温
泉
街

昭和期に建てられた田辺警察署を
リノベーションしたおしゃれな内観

左上／中辺路野中の熊野
古道。猿が通りを行き来
する姿も珍しくない　左下
／野中の森の様子

吹
き
抜
け
天
上
の
太
い
梁
が
重
厚
な
浴
場

継
桜
王
子
へ
の
入
り
口
。
石
段
の
両
側
に
は
杉
の
巨
木
が
９
本
立
つ

住  田辺市本宮町湯峯122
☎  0735-42-0012
料  16,350円～（1泊2食付き、大人2名
利用時の1名の料金）
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